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(6月 1日現在 第 9版) 

新型コロナウイルス感染症拡大防止対応に伴う京都府長岡京記念文化会館 

の利用についてのガイドライン【重 要】 

ホールの利用にあたっては、利用者（主催者）において事前および当日に以下を実施して頂くようお願い

します。 

事前準備 

・この「ガイドライン」の内容を関係者全員に周知してください。 

関係者には、主催者発注の業者（舞台・照明・音響・映像・写真・衣装・物販など）も含む。 

・利用当日に、必ず連絡が取れる責任者を決めてください。 

・出演者、スタッフ、関係者の名簿を作成し、管理してください。 

・感染防止対策等を記載したチェックリストを主催者等が作成し、HP・SNS 等で公表することとし、

主催者等は当該チェックリストをイベント終了日より 1年間保存すること。 

（チェックリストの様式は京都府ホームページで公表） 

・手指消毒用の消毒液・除菌シートなどを準備してください。 

・仕込み、リハーサル、本番、撤去等において余裕を持ったタイムスケジュールの作成をお願いします。 

休憩を入れる場合には余裕を持った時間設定をしてください。 

・客席の最前列席と演者の間は十分な距離を取り、感染予防に対応した座席にしてください。 

・舞台上の利用に関しては、充分な感染予防対策を講じた上で、密集を避けた配置での利用をお願い

します。 

・チラシ、ポスター、ホームページ等で来場者に以下の項目を周知してください。 

 (マスク着用、体調、発熱、入り口での検温、名簿記入、指定アプリの利用) 

  ↑着用してない場合もしくは、症状がある場合は入場をお断りする旨、記載 

・合唱や演劇など近接した距離での発声、管楽器の演奏、ダンスなどの利用者が密接する演出については、

事前に充分な感染防止策を検討願います。 

 
利用当日 

〇ロビー 

・会場入口に手指用消毒液を設置してください。 

・ロビースタッフのマスク着用・手指消毒を徹底してください。 

・会場入口に入場列の整理員を配置し、間隔を空けた整列を促してください。 

・来場者へ入り口での検温(貸し出しも可)を依頼し、発熱(37.5℃以上)や軽度であっても咳、咽頭痛などの

症状がある人には入場をお断りしてください。 

・万が一感染が発生した場合に備え、来場者等の把握のため来場者名簿への記入、または指定アプリの活用

を周知してください。 

・入場時及び休憩中は、人が滞留しないよう時間に余裕を持たせ段階的な会場入りをしてください。 

・チケットの販売および物販については、購買者と接触する機会を十分に減らしてください。 
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・チケットもぎりの際は、マスクや手袋を着用して行うか、来場者本人に切り取っていただき目視で確認す

るなど、接触をできる限り防ぐ工夫を行ってください。 

・パンフ、チラシ、アンケート、プレゼント預かり等は充分な感染予防対策を行った上でお願いします。 

・トイレの混雑が予想されるため、間隔を空けた整列を促してください。 

・ゴミは持ち帰るよう周知してください。 

・出待ち、面会は控えるよう周知してください。 

 

〇客 席 

・換気については、常時換気設備は稼働しております。 

 (舞台・客席ともに空調を停止することはできません) 

・来場者と接触するような演出(声援を惹起する、来場者をステージに上げる、ハイタッチをする等)は、

行わないでください。また客席に降りる、客席を使用しての演出・演奏等は原則不可。 

・客席の扉は本番中も可能な限り常時開放とし、不可能な場合でも休憩時には必ず開放し換気に努めて

ください 

・退場時は影アナ等で順次アナウンスをして規制退場をお願いします。 

 

〇公演関係者 

・マスクの着用を出演者、スタッフ、関係者に周知をお願いします。 

 ※マスク着用による熱中症に注意してください。 

・楽屋入り口での消毒の徹底、検温、体調確認を行ってください。 

・楽屋、練習室の利用に関しては、窓は常時開け、扉も可能な限り開けて換気を行った上で、

密集・長時間の会話等は控えてのご利用をお願いします。 

・食事の際に密にならないよう注意してください。 

・昼食や買い物など一旦ホールの外に出た場合にも、入館の際には必ず手指消毒を励行してください。 

・当日に出たゴミはビニール袋で密封し、必ず持ち帰り願います。（有料ゴミ袋は販売しません） 

・茶器類（湯呑み・やかん・ポット）の貸し出しは出来ません。 

・参加者の手が触れる場所や共有物を、消毒液などで定期的に拭き取るようお願いします。 

・機材や備品、用具等の取扱者を選定し、不特定者の共有を制限するようにしてください。 

・マイクを使用する場合には、同一のマイクを複数人で使い回さないでください。 

・管楽器を使用する場合は唾受けを用意してください。使用した唾受けはお持ち帰りください。 

・ピアノの使用前、使用後には必ず手洗いをお願いします。ただし、ピアノの鍵盤は手洗いで濡れた手や

アルコール等の消毒液が付いた手で演奏を行わないよう、よく手を乾かしてください。 

・表現上困難な場合を除き原則としてマスク着用を求めるとともに、出演者間で十分な間隔を取るように

お願いします。 

・仕込み、リハーサル撤去等において十分な時間を設定し、密な空間の防止に努めてください。 

また手袋を着用し、大声での指示等は控えるなど、十分な感染防止措置を講じるようお願いします。 

・後片付けの際には、使用した会館の備品（机・椅子・譜面台など）の消毒にご協力願います。 
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・終演後は楽屋などで滞留せず出来るだけ速やかに解散し、また大人数での打ち上げなどの行為はお控え

ください。 

 

利用後 

・名簿等は代表者(主催者)で適正に管理してください。(1か月程度保存) 

・感染が疑われる者が発生した場合は、保健所等の公的機関による聞き取りに協力し、情報提供を行って

ください。 

※施設の利用にあたっては、会館側もできる限りの清掃・消毒を行いますが、利用者においても清掃等に

ご協力ください。 

※施設の利用中に会館スタッフによる巡回確認を実施します。巡回スタッフを受け入れるとともに、指示が

あった場合はこれに従ってください。 

※新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づき、京都府が施設の使用制限要請を行った場合、使用制限

期間中の使用許可が取り消しとなることがあります。 

※今後の状況により、国の方針や京都府・長岡京市の指示にあわせて、随時内容を見直す場合があります。 

 

 

 

【客席の使用人数緩和について】（当面の間） ※上記のガイドラインを踏まえた上で。 

・客席を 100％利用可能とします。 

ただし、主催者に必要な感染予防対策を講じていただいた上で、尚且つ大声での歓声・声援等がないこと

を前提とし、入退場時や休憩時においてロビー・トイレ等の密集を回避する措置（人員の配置、分散利用、

導線の確保等）や十分な換気を講じてください。 

 

※大声とは…観客等が、通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発する等を指します。 

 そのような状況がある場合は、客席の使用人数を 50％までとしてください。 
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京都府 新型コロナウイルス緊急連絡サービス

「こことろ」ご利用のお願い
スマートフォンアプリ

府内の施設（店舗）・イベントを利用される際、
アプリ上でチェックインいただくことで、同
じ日に施設等を利用した方の感染が判明した
場合やクラスターの発生が確認された場合な
どに、京都府から注意喚起の連絡を受けるこ
とができるサービスです。

「緊急連絡サービスを利用する」を選択

「マップ」を選択し、右下の現在地マークをタップ

「このエリアで再検索」を選択すると現在地
周辺の登録施設が表示されます
今いる施設を選択してチェックイン
（初回のみメールアドレスの登録が必要です）
チェックインした日と同じ日に同じ施設等を利用された
方が感染者と判明した場合などに登録いただいたアドレ
スあてに注意喚起メールをお送りします。

アプリ下部の「イベント」から
「京都府新型コロナウイルス緊急連絡サービス」を選択

（１）京都府新型コロナウイルス緊急連絡サービスでは、ご登録いただいた利用日時とメールアドレス以外の情報（氏名，住所，位置情報等）は
　　 収集いたしません。
（２）新型コロナウイルス感染者と同じ日に同じ施設等を利用し、接触の疑いがあることが判明した場合、お知らせメールをお送りいたしますが、
　　 施設名は記載いたしません。また、個別にお問い合わせいただいてもお答えいたしません。ただし、クラスターが発生した際は、施設名を
　　 開示する場合があります。
（３）注意喚起メールが届いた場合には、メール文章に従い、ご対応をお願いします。発熱や咳などの症状が現れた際にはメール文章に記載の
　　 窓口までご相談ください。
（４）ご登録いただいたいただいた情報については、京都府新型コロナウイルス緊急連絡サービス（こことろ）の事業目的のみに使用し、
　　 それ以外の目的には使用いたしません。
（５）  本システムの利用に際して、京都府の責めに帰すべき事由によらない場合、利用者が被った損害について、一切賠償の責任を負いません。
（６）  事前に受信拒否や指定受信等、迷惑メール対策の設定を確認してください。ドメイン指定受信される場合は「@kocotoro.jp」
　　 「@pref.kyoto.lg.jp」を受信できるように設定してください。

ご利用方法

注意事項


